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〔
目
次
〕

は
じ
め
に

斯
道
文
庫
所
蔵
漢
籍
古
写
本
目
録
（
除
『
論
語
』・『
孟
子
』
類
）

既
刊
解
題
未
収
本
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　

漢
籍
外
典
の
、
室
町
時
代
以
前
に
書
写
さ
れ
た
写
本
は
、
数
少
な
い
奈
良
・
平
安
時
代
の
も
の
は
別
と
し
て
、
現
所
在
の
も
の
を
書
写

年
代
で
大
き
く
分
け
る
と
、
鎌
倉
時
代
・
南
北
朝
時
代
・
室
町
時
代
の
書
写
本
に
類
別
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
更
に
、
経
部
・
史
部
・
子
部
・

漢
籍
外
典
古
写
本
研
究
資
料

─
斯
道
文
庫
所
蔵
本
に
つ
い
て
─

髙　

橋　
　
　

智
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集
部
の
内
容
と
そ
の
現
存
本
の
書
写
時
代
を
照
合
し
て
い
く
と
、
我
が
国
の
、
中
世
の
、
各
時
代
に
於
け
る
漢
籍
受
容
の
傾
向
が
一
目
で

き
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
更
に
そ
の
書
写
者
の
出
自
を
見
て
い
く
と
き
に
は
、
博
士
家
系
・
足
利
学
校
系
・
寺
院
系
等
に
分
別
さ

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
縦
横
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
存
漢
籍
外
典
古
写
本
の
意
義
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
古
写
本
の
時
代
や
出
自
の
特
徴
を
備
え
た
典
型
を
集
め
て
一
堂
に
会
す
る

試
み
が
や
が
て
は
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
書
名
に
就
い
て
の
も
の
が
主
な
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

経
部
、『
周
易
』
王
弼
注
、『
周
易
』
孔
穎
達
正
義
、『
尚
書
』
孔
安
国
伝
、『
尚
書
』
孔
穎
達
正
義
、『
毛
詩
』
鄭
玄
箋
、『
毛
詩
』
孔
穎

達
正
義
、『
周
礼
』
鄭
玄
注
、『
周
礼
』・『
儀
礼
』
賈
公
彦
疏
、『
礼
記
』
鄭
玄
注
、『
礼
記
』
孔
穎
達
正
義
、『
春
秋
経
伝
集
解
』、『
春
秋
』

孔
穎
達
正
義
、『
古
文
孝
経
』、『
御
注
孝
経
』、『
大
学
章
句
』、『
中
庸
章
句
』、『
論
語
』
何
晏
集
解
、『
論
語
』
皇
侃
義
疏
、『
論
語
』
朱

熹
集
注
、『
孟
子
』
趙
岐
注
、『
孟
子
』
孫
奭
正
義
、『
孟
子
』
朱
熹
集
注
、『
千
字
文
』、『
韻
鏡
』、
史
部
、『
史
記
』、『
貞
観
政
要
』、
子
部
、

『
孔
子
家
語
』、『
帝
範
』、『
臣
軌
』、『
七
書
』、『
斉
民
要
術
』、『
五
行
大
義
』、『
群
書
治
要
』、『
蒙
求
』、『
遊
仙
窟
』、『
老
子
道
徳
経
』、

『
南
華
真
経
』、
集
部
、『
李
嶠
百
二
十
詠
』、『
白
氏
文
集
』、『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
』、『
東
坡
先
生
詩
』、『
山
谷
詩
集
注
』、『
胡
曾
詠
史
詩
』、

『
文
選
集
注
』、『
文
館
詞
林
』、『
三
体
家
法
詩
』、『
聯
珠
詩
格
』、『
古
文
真
宝
』。

　

こ
れ
ら
の
も
の
に
つ
い
て
古
写
本
を
選
び
匯
萃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
漢
籍
古
写
本
匯
萃
』
と
い
う
一
つ
の
叢
書
が
完
成
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
、
漢
籍
外
典
古
写
本
の
研
究
は
、
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
が
創
設
さ
れ
た
昭
和
三
十
五
年
以
来
の
研
究
テ
ー
マ
で
、
昭

和
三
十
六
年
に
は
、「
日
本
現
存
漢
籍
古
写
本
の
綜
合
的
研
究
」
の
研
究
事
業
項
目
を
た
て
、
全
国
の
所
蔵
機
関
の
原
本
に
つ
い
て
の
マ

イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
に
よ
る
複
本
作
製
と
、
更
に
市
場
に
流
通
す
る
原
本
の
購
入
が
始
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
は
、『
論



─ 3─

語
』
古
鈔
本
類
を
中
心
に
本
格
的
な
蒐
集
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
頃
、
阿
部
隆
一
に
よ
る
『
本
邦
現
存
漢
籍
古
写
本
類
所
在
略
目
録
』

未
定
稿
が
編
纂
さ
れ
た
。
こ
れ
は
後
に
、『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』
第
一
巻
（
汲
古
書
院　

平
成
五
年
）
に
『
宋
元
版
所
在
目
録
』（
未
定
稿
）

と
と
も
に
収
載
さ
れ
た
。
我
が
国
の
中
世
期
、
特
に
室
町
時
代
を
中
心
と
す
る
漢
籍
研
究
は
、
大
陸
渡
来
の
宋
元
版
と
そ
の
版
本
へ
の
書

き
入
れ
の
調
査
、
カ
ナ
抄
等
の
注
釈
書
類
の
調
査
、
そ
れ
に
、
古
来
の
テ
キ
ス
ト
と
宋
元
版
を
校
訂
し
て
成
書
し
た
古
写
本
の
調
査
を
基

礎
と
す
る
が
、
一
千
点
を
超
え
る
古
写
本
の
整
理
は
、
困
難
を
窮
め
る
。
個
々
の
伝
本
の
、
詳
細
な
原
本
に
よ
る
書
誌
調
査
と
各
書
の
所

在
伝
本
の
相
互
関
係
や
校
勘
作
業
に
よ
る
源
流
調
査
の
両
面
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
出
自
は
、
総
じ
て
、
前
述
の
如
く
、

博
士
家
系
統
、
足
利
学
校
系
統
、
寺
院
系
統
等
の
流
れ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
系
統
を
定
め
て
い
く
の
も
ま
た
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
研
究
事
業
の
成
果
と
し
て
、
阿
部
隆
一
「
本
邦
中
世
に
於
け
る
大
学
中
庸
の
講
読
伝
流
に
つ
い
て
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第

一
輯
）「
古
文
孝
經
舊
鈔
本
の
研
究
」（
同
第
六
輯
）
等
に
倣
っ
て
、
筆
者
も
「
趙
注
孟
子
校
記
」（
同
二
十
四
・
二
十
六
輯
）「
室
町
時
代

鈔
本
論
語
集
解
の
研
究
」（
同
四
十
輯
）
等
を
作
製
し
、
最
も
伝
存
の
多
い
『
論
語
』
の
室
町
時
代
古
鈔
本
に
つ
い
て
は
、『
室
町
時
代
古

鈔
本
論
語
集
解
の
研
究
』（
汲
古
書
院　

平
成
二
十
年
）
に
そ
の
伝
本
の
意
義
を
ま
と
め
た
。

　

ま
た
、
斯
道
文
庫
創
立
十
周
年
の
時
に
展
観
（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
一
日
～
四
日
）
さ
れ
た
古
写
本
類
に
は
、
簡
略
で
は
あ
る
が
、

極
め
て
充
実
し
た
解
題
が
記
さ
れ
た
。『
斯
道
文
庫
創
立
十
周
年
記
念
近
蒐
善
本
展
観
書
目
録
』
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
平
成
七
・

八
年
の
頃
に
行
わ
れ
た
斯
道
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
貴
重
書
の
解
題
目
録
編
纂
の
折
、
幾
つ
か
の
古
写
本
に
つ
い
て
の
解
題
が
作
製
さ
れ
、

『
斯
道
文
庫
貴
重
書
蒐
選
』（
平
成
九
年
二
月
）
に
収
載
さ
れ
た
。
爾
来
、
市
場
に
於
け
る
古
書
奔
流
の
時
代
も
以
前
の
よ
う
な
勢
い
は
な

く
、
原
本
購
入
も
限
ら
れ
て
き
た
が
、
少
な
い
な
が
ら
も
増
架
を
続
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
在
、
斯
道
文
庫
が
蒐
集
し
た
漢
籍
古
鈔
本

の
、『
論
語
』『
孟
子
』
類
（
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
著
を
参
照
）
を
除
い
た
も
の
の
目
録
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
が
、
右
記
の
二
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種
類
の
目
録
に
未
収
の
も
の
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
簡
略
な
解
説
を
加
え
て
、
研
究
の
便
に
期
し
た
い
と
考
え
る
。

斯
道
文
庫
所
蔵
漢
籍
外
典
古
写
本
目
録
（
除
『
論
語
』・『
孟
子
』
類
）

　
　

＋
斯
道
文
庫
創
立
十
周
年
記
念
近
蒐
善
本
展
観
書
目
録
（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
）
所
載

　
　

＊
斯
道
文
庫
貴
重
書
蒐
選
（
平
成
九
年
二
月
）
所
載

＋
周
易
六
巻　

魏
王
弼
注　

慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
写	

一
冊	

（091ト
58

）

周
易
〔
十
〕
巻　

存
巻
三
・
四　

魏
王
弼
撰　
〔
室
町
後
期
〕
写　
「
冷
泉
府
書
」
印	

大
一
冊	（091ト

210

）

周
易
〔
十
〕
巻　

存
巻
七
・
八　

晋
韓
康
伯
注　

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
写	

大
一
冊	（091ト

221

）

周
易
注
疏
〔
十
三
〕
巻　

存
巻
一　

附
五
経
正
義
表　

唐
孔
穎
達
等
撰　
（
附
）
魏
王
弼
撰　
〔
室
町
後
期
〕
写	

大
一
冊	（091ト

223

）

＋
易
学
啓
蒙
〔
通
釈
〕　

宋
胡
方
平
撰　
〔
室
町
〕
写	

一
冊	

（091ト
59

）

＋
毛
詩
正
義
序　

明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
写	

一
冊	

（092ト
10

）

＋
礼
記
二
十
巻
（
単
経
鄭
注
本
）　
〔
室
町
初
〕
写	

八
冊	

（092ト
11

）

＋
春
秋
経
伝
集
解
三
十
巻　

晋
杜
預
撰　
〔
室
町
末
〕
写	

八
冊	

（091ト
62

）

＋
古
文
孝
経　

旧
題
漢
孔
安
国
伝　

永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
写	

一
冊	

（091ト
63

）

＋
古
文
孝
経　

旧
題
漢
孔
安
国
伝　

大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
写	

一
冊	

（091ト
70

）
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＋
古
文
孝
経　

旧
題
漢
孔
安
国
伝　
〔
鎌
倉
〕
写	

一
巻	

（092ト
12

）

＋
古
文
孝
経　

旧
題
漢
孔
安
国
伝　

文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
写　

安
田
文
庫
旧
蔵	

一
冊	

（092ト
14

）

＋
孝
経
直
解
三
巻　

旧
題
漢
孔
安
国
伝
（
序
）
隋
劉
炫
注
（
附
）
宋
邢
昺
正
義
抄
録　

日
本
闕
名
編
〔
室
町
末
〕
写	

一
冊	

（091ト
15

）

孝
経
直
解
三
巻　

旧
題
漢
孔
安
国
伝
（
序
）
隋
劉
炫
注
（
附
）
宋
邢
昺
正
義
抄
録　

日
本
闕
名
編　
〔
室
町
〕
写	

一
冊	（091ト

158

）

孝
経
直
解
三
巻　

旧
題
漢
孔
安
国
伝
（
序
）
隋
劉
炫
注
（
附
）
宋
邢
昺
正
義
抄
録　

日
本
闕
名
編　
〔
室
町
〕
写	

一
冊	（091ト

159

）

＋
孝
経
直
解
三
巻　

旧
題
漢
孔
安
国
伝
（
序
）
隋
劉
炫
注
（
附
）
宋
邢
昺
正
義
抄
録　

日
本
闕
名
編
〔
室
町
末
〕
写	

一
冊	

（092ト
17

）

＋
＊
史
記　

存
巻
五
秦
本
紀　

漢
司
馬
遷
撰　

劉
宋
裴
駰
集
解　
〔
平
安
末
〕
写	

一
冊	

（092ト
54

）

＋
＊
貞
観
政
要
十
巻　

存
巻
四
・
五
・
六
・
九　

唐
呉
兢
撰　
〔
鎌
倉
〕
写
（
巻
九
〔
室
町
〕
写
）
菅
家
本	

四
冊	

（092ト
56

）

＋
＊
貞
観
政
要　

存
巻
一
・
二
・
八
・
十　

唐
呉
兢
撰　
〔
室
町
〕
写	

四
冊	

（092ト
57

）

＋
＊
黄
石
公
三
略
三
巻　

天
正
二
十
一
（
文
禄
二
）
年
（
一
五
九
三
）
写	

一
冊	

（091ト
80

）

黄
石
公
三
略
三
巻　

文
録
四
年
（
一
五
九
五
）
写	

一
冊	（091ト

149

）

＋
＊
六
韜
六
巻　
〔
室
町
〕
写	

一
冊	

（091ト
83

）

＋
六
韜　

存
巻
四
―
六　

天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
写	

一
冊	

（091ト
84

）

六
韜
六
巻　
〔
近
世
初
〕
写	

三
冊	（091ト

152

）

六
韜
六
巻　

存
巻
四
―
六　
〔
室
町
〕
写	

大
一
冊	（091ト

280

）

標
題
徐
状
元
補
注
蒙
求
三
巻	

唐
李
瀚
撰	

宋
徐
子
光
補
注　
〔
近
世
初
〕
写	

天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
奥
書	

大
三
冊	（091ト

307

）

＋
遊
仙
窟　

唐
張
鷟
（
文
成
）
撰　

闕
名
者
注　
〔
江
戸
初
期
〕
写	

一
冊	

（091ト
86

）
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＋
＊
老
子
道
徳
経
二
巻　

旧
題
漢
河
上
公
章
句　
〔
南
北
朝
〕
写　

康
応
二
年
（
一
三
九
〇
）
施
入
識
語	

二
冊	

（091ト
88

）

＋
＊
老
子
道
徳
経
二
巻　

旧
題
漢
河
上
公
章
句　

天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
写　

伊
藤
有
不
為
斎　

残
花
書
屋
旧
蔵	

二
冊	

（092ト
59

）

荘
子
序
文　
〔
室
町
〕
写	

大
一
冊	（091ト

224

）

南
華
真
経
注
疏
解
経
〔
三
十
三
〕
巻　

存
内
篇
巻
一
～
五　

晋
郭
象
注　

唐
成
玄
英
疏　
〔
室
町
〕
写	

大
二
冊	（091ト

225

）

＋
＊
〔
施
氏
七
書
講
義
〕
存
巻
八
零
巻
（
孫
子
地
形
篇
）
金
施
子
美
撰　
〔
鎌
倉
〕
写　

金
沢
文
庫
旧
蔵	

一
巻	

（092ト
22

）

＋
寒
山
詩　

唐
釈
寒
山
撰　

文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
写	

一
冊	

（091ト
92

）

＋
長
恨
歌
伝
・
長
恨
歌　

唐
陳
鴻
撰　

唐
白
居
易
撰　
〔
室
町
〕
写	

一
巻	

（092ト
62

）

＋
＊
百
二
十
詠　

零
巻　

唐
李
嶠
撰　
〔
鎌
倉
末
南
北
朝
〕
写	

一
巻	

（092ト
70

）

＊
百
二
十
詠　

零
巻　

唐
李
嶠
撰　
〔
南
北
朝
〕
写	

一
巻	

（092ト
73

）

新
刊
全
相
二
十
四
孝
詩
選　

附
二
十
四
孝
詩
・
二
十
四
孝
伝
・
二
十
四
孝
之
記
・
二
十
四
孝　

元
郭
居
敬
撰　

	

〔
室
町
〕
写	

半
一
冊	（091ト

170

）

唐
賢
三
体
家
法
三
巻　

存
巻
三
（
五
言
）　

宋
周
弼
撰　

享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
写　

宝
幢
寺
旧
蔵	

大
一
冊	

（B1ト
98

）

附
録
〔
江
戸
〕
写
等

〔
蒙
求
〕
存
後
半
（
有
欠
）　

唐
李
瀚
撰
並
注　
〔
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）〕
写
（
海
保
漁
村
）　

真
福
寺
蔵
古
写
本
の
影
写

	

一
冊	（B

一ト
43

）

遊
仙
窟　

唐
張
鷟
（
文
成
）
撰　

闕
名
者
注　
〔
江
戸
〕
写　

今
出
川
家
旧
蔵	

一
冊	（091ト

120

）
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＋
＊
文
館
詞
林　

存
巻
六
六
八　

唐
許
敬
宗
等
奉
勅
編　
〔
明
治
〕
写	

一
冊	

（091ト
3

）

＋
＊
同　

存
巻
一
五
八
・
五
〇
七
・
六
六
二
・
六
六
四
・
六
六
八
残
、
三
四
八
奥
書
、
六
九
五　
〔
江
戸
後
期
〕
摹
写	

一
巻	

（092ト
71

）
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既
刊
解
題
未
収
本
に
つ
い
て

周
易
〔
十
〕
巻　

存
巻
三
・
四　

魏
王
弼
撰　
〔
室
町
後
期
〕
写　
「
冷
泉
府
書
」
印	

大
一
冊
（091ト

210

）

　

栗
皮
表
紙
、
縦
二
十
四
・
四
糎
、
横
十
八
・
八
糎
。
巻
第
三
即
ち
「
上
経
」
の
「
噬
嗑
」
か
ら
「
離
」
ま
で
の
十
卦
、
巻
第
四
即
ち
「
下

経
」
の
「
咸
」
か
ら
「
益
」
ま
で
の
十
二
卦
の
み
を
存
す
。「
周
易
上
経
噬
嗑
伝
第
三
（
隔
四
格
）
王
弼
注
」「
周
易
下
経
咸
伝
第
四
（
隔

五
格
）
王
弼
注
」
と
題
す
。
尾
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
周
易
上
経
第
三
（
隔
二
格
）
経
一
千
九
百
七
十
五
字
／
注
四
千
六
百
九
十
四
字
〈
経

注
字
数
は
小
字
双
行
〉」「
周
易
巻
第
四
（
隔
三
格
）
経
二
千
五
百
七
十
六
字
／
注
五
千
五
百
六
十
六
字
〈
経
注
字
数
は
小
字
双
行
〉」。
書

式
は
、
薄
墨
の
墨
界
を
半
葉
九
行
に
整
え
、
各
行
に
十
七
字
で
記
す
。
注
文
は
小
字
双
行
。
界
内
の
大
き
さ
は
、
縦
十
九
・
〇
糎
横
十
五
・

三
糎
。
一
行
の
幅
は
一
・
八
糎
。
柱
部
分
に
は
何
も
記
さ
な
い
。
料
紙
は
楮
紙
で
、
巻
第
三
は
墨
付
き
十
五
葉
、
巻
第
四
が
十
九
葉
。
本

文
・
注
文
総
て
一
筆
で
書
写
さ
れ
、
同
筆
で
返
点
・
送
仮
名
書
き
入
れ
て
い
る
。
巻
第
三
の
首
に
だ
け
朱
点
が
あ
る
。
巻
第
三
の
首
に
「
冷

泉
府
書
」（
長
方
単
郭
陽
刻
）
の
印
記
が
あ
る
。

周
易
〔
十
〕
巻　

存
巻
七
・
八　

晋
韓
康
伯
注　

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
写	

大
一
冊
（091ト

221

）

　

本
文
共
紙
の
原
表
紙
に
焦
げ
茶
色
の
刷
毛
目
表
紙
を
加
え
る
。
原
表
紙
に
は
「
周
易
繫
辞
伝
巻
之
七
／
八
」
と
墨
書
す
る
。
縦
二
十
六
・

〇
横
二
〇
・
〇
糎
。
巻
第
七
「
繫
辞
伝
上
」
と
巻
第
八
「
繫
辞
伝
下
」
を
存
す
る
。
本
文
巻
頭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
周
易
繫
辞
上
第
七
／
（
低
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十
一
格
）
韓
康
伯
注
」「
周
易
繫
辞
下
巻
第
八
／
（
低
十
一
格
）
韓
康
伯
註
」
と
題
し
、
尾
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
周
易
巻
第
七
（
隔
一
格
）

経
二
千
三
百
五
十
七
字
／
注
二
千
五
百
九
十
七
字
〈
経
注
字
数
は
小
字
双
行
〉」「
周
易
巻
第
八
終
経
二
千
一
百
四
十
字
／
注
二
千
四
百
三

十
三
字
〈
経
注
字
数
は
小
字
双
行
〉」。
書
式
は
、
毎
半
葉
九
行
の
墨
界
（
縦
二
十
・
三
横
十
五
・
六
糎
）
と
上
層
に
三
・
三
糎
の
欄
を
設
け
、

毎
行
十
六
字
、
小
字
双
行
で
書
写
し
て
い
る
。
柱
部
分
に
は
何
も
記
さ
な
い
。
料
紙
は
楮
紙
で
、
墨
付
き
各
巻
十
四
葉
・
十
三
葉
。
本
文
・

注
・
書
き
入
れ
・
上
欄
注
、
総
て
同
一
人
の
手
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
本
文
・
注
総
て
に
亘
っ
て
訓
点
（
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・

附
訓
）
を
施
し
、
朱
筆
に
よ
る
句
点
・
合
点
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
巻
第
八
末
葉
裏
に
、「
于
時　

天
正
九
年
辛
巳
（
こ
の
二
字
小
字
双
行
）

衣
更
著
上
旬
書
之
」
と
、
本
文
と
同
筆
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。
そ
の
下
に
「
河
□
」（
長
方
双
郭
陽
刻
）
の
印
記
が
あ
る
。
即
ち
本
書
は
、

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
の
書
写
本
で
あ
る
。

周
易
注
疏
〔
十
三
〕
巻　

存
巻
一　

附
五
経
正
義
表　

唐
孔
穎
達
等
撰　
（
附
）
魏
王
弼
撰　
〔
室
町
後
期
〕
写	

大
一
冊
（091ト

223

）

　

唐
・
孔
穎
達
（
五
七
四
～
六
四
八
）
の
『
五
経
正
義
』
が
成
立
し
て
以
後
、『
周
易
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
周
易
正
義
』
は
、
正
義
（
疏
）

文
の
み
を
刻
し
、
十
四
巻
本
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
南
宋
時
代
の
前
期
（
十
二
世
紀
末
）
に
魏
・
晋
の
古
注
と
併
せ
刻
し
て
所
謂

注
疏
本
が
現
れ
た
時
、
今
度
は
『
周
易
注
疏
』
と
題
し
、
十
三
巻
本
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
更
に
元
代
に
至
る
と
、『
周

易
兼
義
』
の
名
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
九
巻
本
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
・
清
時
代
の
民
間
に
於
け
る
流
布
本
は
皆
こ
れ
に
倣
う
よ

う
に
な
っ
た
。
日
本
に
於
け
る
受
容
は
、
お
そ
ら
く
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
古
い
時
代
に
、
宋
刊
本
『
周
易
正
義
』（
或
い
は
そ
れ
よ
り
も

古
い
写
本
）
が
渡
来
し
、
そ
れ
を
も
と
に
写
し
た
と
思
わ
れ
る
書
写
本
が
、
幾
つ
も
現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
正
義
』
の
受
容
の
程

が
伺
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
注
疏
本
の
渡
来
も
金
澤
文
庫
蒐
集
本
に
見
え
る
よ
う
に
古
い
が
、
か
え
っ
て
そ
の
注
疏
本
を
も
と
に
書
写
し
た
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も
の
は
伝
存
が
稀
で
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
（
十
三
冊　

別
四
十
六
・
三
）
と
台
北
故
宮
博
物
院
楊
守
敬
観
海
堂
本
（
六
冊　

足
利

学
校
所
蔵
の
宋
刊
本
を
伝
鈔
し
た
も
の
）
の
現
存
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
書
は
そ
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
、
お
そ
ら

く
は
も
と
十
三
巻
で
あ
っ
た
も
の
の
残
巻
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
背
景
か
ら
鑑
み
る
に
貴
重
な
現
存
本
と
言
え
る
。

　

原
表
紙
は
欠
落
し
、
新
補
の
藍
色
表
紙
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
縦
二
十
六
・
二
横
十
九
・
九
糎
。
永
徽
四
年
（
六
五
三
）
長
孫
無
忌
の
「
五

経
正
義
表
」
二
葉
を
附
す
。
そ
の
後
に
孔
穎
達
の
「
周
易
正
義
序
」
八
葉
を
冠
す
。「
周
易
正
義
序
／
（
低
二
格
）
国
子
（
隔
一
格
）
祭
酒
（
隔

一
格
）
上
護
軍
（
隔
一
格
）
曲
阜
県
（
隔
一
格
）
開
国
子
／
（
低
二
格
）
臣
（
隔
一
格
）
孔
穎
達
（
隔
一
格
）
奉
（
隔
一
格
）
勑
撰
定
」

と
題
し
、「
周
易
注
疏
序
終
」
と
尾
題
を
加
え
る
。
本
文
巻
頭
は
、「
周
易
注
疏
巻
第
一
／
（
低
二
格
）
国
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
県
開
国
子

臣
孔
穎
達
／
（
低
二
格
）
奉
（
隔
一
格
）
勅
撰
」
と
題
し
、
尾
題
は
「
周
易
疏
巻
」
と
題
す
。「
経
」
は
大
字
で
、
魏
・
王
弼
の
注
は
「
注

云
」
と
し
て
小
字
双
行
、
孔
穎
達
の
正
義
は
、「
疏
」
と
大
字
で
標
目
し
、「
正
義
曰
」
と
し
て
小
字
双
行
で
記
す
。
毎
半
葉
八
行
毎
行
十

九
字
で
書
写
さ
れ
、
字
面
の
高
さ
は
約
二
十
糎
。
柱
の
部
分
に
は
何
も
記
さ
な
い
。
本
文
上
部
の
空
白
に
書
写
者
に
よ
る
補
注
を
加
え
る
。

本
冊
に
関
し
て
は
総
て
一
筆
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
本
文
へ
の
書
き
入
れ
も
本
文
と
同
筆
で
、
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
が
墨
筆
で

加
え
ら
れ
、
朱
筆
の
合
点
・
句
点
・
傍
点
・
朱
引
き
も
ま
た
同
じ
手
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
料
紙
は
楮
紙
で
、
墨
付
き
五
十
二
葉
。

尾
題
後
に
「
紿
□
」
丸
型
単
郭
陽
刻
印
が
あ
る
。

孝
経
直
解
三
巻　

旧
題
漢
孔
安
国
伝
（
序
）
隋
劉
炫
注
（
附
）
宋
邢
昺
正
義
抄
録　

日
本
闕
名
編　
〔
室
町
〕
写	

一
冊
（091ト

158

）

　

こ
の
『
孝
経
直
解
』
は
、
小
雲
石
海
涯
の
『
新
刊
全
相
成
斎
孝
経
直
解
』（
元
刊
本
・
民
国
二
十
七
年
来
薫
閣
書
店
影
印
）
と
は
全
く

違
う
も
の
で
、
講
学
の
為
に
中
世
の
日
本
人
が
編
纂
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
書
写
の
形
式
等
か
ら
、
足
利
学
校
に
関
連
す
る
テ
キ
ス
ト
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で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
巻
二
・
三
と
は
題
さ
な
い
が
、
孔
安
国
の
序
を
巻
第
一
と
し
、『
古
文
孝
経
』
の
全
文
（
経
伝
）
を
一
段
と
し
、

ま
た
、
邢
昺
（
九
三
二
～
一
〇
〇
三
）
の
『
孝
経
正
義
』
の
肝
要
な
部
分
を
抜
抄
し
た
も
の
を
一
段
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
部

分
を
総
合
し
て
三
巻
本
と
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
現
存
す
る
古
写
本
は
二
十
点
に
垂
ん
と
す
る
ほ
ど
で
、
そ
の
当
時
の
流

行
を
窺
い
知
れ
る
。
本
書
に
関
す
る
研
究
は
、
阿
部
隆
一
「
古
文
孝
經
舊
鈔
本
の
研
究
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
六
輯　

昭
和
四
十
二
年
）「
室

町
時
代
邦
人
撰
述
孝
経
注
釈
書
考
」（『
大
倉
山
論
集
』
第
八
輯　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所　

昭
和
三
十
五
年
、
ま
た
、『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』

第
二
巻　

汲
古
書
院　

昭
和
六
十
年
）、
林
秀
一
「
孝
経
直
解
を
繞
る
問
題
」（『
孝
經
学
論
集
』
明
治
書
院　

昭
和
五
十
一
年
）
を
参
照
。

元
来
、
本
書
は
、
足
利
学
校
所
蔵
本
が
著
名
で
あ
っ
た
た
め
に
、
山
井
崑
崙
（
鼎
・
一
六
八
〇
～
一
七
二
八
）『
七
経
孟
子
考
文
』
に
紹

介
さ
れ
、
大
陸
で
長
く
失
わ
れ
て
い
た
佚
書
を
含
む
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
更
に
そ
の
佚
書
は
、
朝
川
善
庵
（
鼎
・
一
七
八
一
～
一
八
四
九
）

の
『
古
文
孝
経
私
記
』
に
於
い
て
、『
隋
書
経
籍
志
』
に
著
録
さ
れ
る
隋
劉
炫
撰
『
孝
経
述
議
』
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。
孔
安
国

の
序
に
施
さ
れ
た
注
こ
そ
が
、
そ
の
『
述
議
』
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
後
に
そ
の
『
孝
経
述
議
』
原
本
の
古
写
本
が
清
原
家
の
庫
中

に
発
見
さ
れ
（
現
在
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
所
蔵
）、
林
博
士
の
研
究
に
よ
り
、『
直
解
』
と
『
述
議
』
の
関
係
も
整
然
と
整

理
、
明
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
縦
長
の
書
型
で
、
後
補
の
栗
皮
表
紙
、
縦
二
十
八
・
三
横
十
七
・
五
糎
。
内
扉
の
左
上
に
「
孝
経
」
と
墨
書
す
る
。
副
葉
子

一
枚
に
、
左
の
如
き
文
を
も
っ
て
、「
十
三
経
」
か
ら
「
古
文
」
の
説
明
ま
で
、『
孝
経
』
に
関
す
る
説
明
を
メ
モ
書
き
し
て
い
る
（
本
文

同
筆
）。
こ
う
し
た
説
は
室
町
時
代
に
足
利
学
校
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
「
十
三
経
周
易
毛
詩
左
伝
礼
記
尚
書
論
語
孝
経
老
子
経
／
公
羊
伝
穀
梁
伝
列
子
荘
子
周
礼
／
漢
通
誦
論
語
孝
経
非
先
王
書
是
孔
子
所
伝

説
故
謂
之
／
伝
又
尚
書
正
義
凡
非
聖
則
謂
之
伝
／
伝
之
端
者
毛
詩
序
正
義
曰
伝
者
通
其
義
古
文
尚
書
正
義
曰
／
科
斗
書
古
文
也
所
謂
黄
帝
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之
臣
蒼
頡
本
始
作
焉
周
所
／
用
之
今
所
不
識
是
古
人
所
為
故
名
古
文
形
多
頭
鹿
尾
／
細
胶
状
団
円
似
水
虫
科
斗
書
新
住
科
斗
虫
名
蝦
蟆
子

／
矣
書
形
似
之
吾
録
曰
子
国
考
論
古
文
字
撰
衆
師
之
義
／
為
古
文
論
語
二
十
一
篇
孝
経
二
篇
尚
書
伝
五
十
八
篇
皆
／
所
出
壁
中
科
斗
本
書

也
然
則
孝
経
為
二
巻
不
知
誰
并
／
或
本
解
字
下
有
要
字
此
書
簡
要
義
也
」
こ
の
後
に
も
小
字
の
メ
モ
が
続
く
）

　

巻
頭
は
、「
孝
経
直
解
巻
第
一
」
と
題
し
、
孔
安
国
序
の
全
文
と
注
釈
を
収
め
る
。
こ
こ
に
双
行
で
割
載
さ
れ
た
注
文
が
、
佚
書
で
あ

る
隋
劉
炫
撰
『
孝
経
述
議
』
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
序
が
十
葉
あ
り
、
そ
の
後
に
『
孝
経
』
の
本
文
が
続
く
。「
古
文

孝
経
（
隔
十
一
格
）
孔
氏
伝
／
開
宗
明
義
章
第
一
／
仲
尼
間
居
曾
子
侍
坐
」
と
始
ま
り
、
以
下
小
字
で
孔
安
国
の
伝
を
記
す
。
全
部
で
二

十
葉
。
末
に
「
古
文
孝
経
終　

経
一
千
八
百
五
十
字
／
注
八
千
七
百
六
十
四
字
（
経
注
字
数
は
小
字
双
行
）」
と
尾
題
を
記
し
、
続
い
て
、

邢
昺
（
九
三
二
～
一
〇
〇
三
）『
孝
経
正
義
』
を
参
考
に
し
て
、「
五
等
」「
語
録
曰
」「
述
議
曰
」「
名
有
五
品
」
な
ど
数
十
項
目
の
語
釈

な
ど
を
列
挙
し
て
い
る
。
こ
れ
が
三
葉
。
ど
の
よ
う
な
意
図
で
抽
出
編
纂
さ
れ
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
編
纂
者
が
肝
要
と
認
め
た

項
目
が
、
写
し
学
ぶ
者
の
金
科
玉
条
と
な
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
末
に
「
孝
経
正
義
」
と
尾
題
を
記
す
。
こ
の

部
分
の
抽
出
は
、
孔
安
国
の
序
の
後
、
本
文
の
前
に
置
か
れ
る
写
本
が
多
い
が
、
本
書
は
最
後
に
附
し
て
い
る
。

　

薄
葉
に
足
利
学
校
の
書
式
で
あ
る
上
欄
を
配
し
た
墨
界
を
施
す
。
本
文
の
内
匡
郭
は
縦
十
九
・
七
横
十
四
・
七
糎
で
、
上
層
は
五
・
〇

糎
。
毎
半
葉
九
行
、
行
二
十
字
小
字
双
行
、
全
巻
一
筆
で
、
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
も
同
筆
で
加
え
る
。
朱
引
き
、
朱
の
合
点
・

句
点
、
ま
た
訓
点
も
ま
ま
見
ら
れ
る
。
本
文
内
の
傍
注
も
多
く
、
そ
の
大
部
分
は
語
釈
で
あ
る
。
上
層
に
は
、
邢
昺
『
正
義
』、
鄭
玄
（
一

二
七
～
二
〇
〇
）『
注
』、『
論
語
』
皇
侃
（
四
八
八
～
五
四
五
）『
疏
』、『
礼
記
』
等
が
引
か
れ
る
。

　

ま
た
、
足
利
学
校
写
本
に
見
ら
れ
る
朱
の
記
号
も
見
ら
れ
、『
孝
経
直
解
』
な
る
テ
キ
ス
ト
が
足
利
学
校
で
の
講
説
を
中
心
と
し
て
い

る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
伺
え
る
。
印
記
等
は
見
ら
れ
な
い
。
室
町
時
代
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
写
本
で
あ
る
。
昭
和
四
十
九
年
購
入
。
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孝
経
直
解
三
巻　

旧
題
漢
孔
安
国
伝
（
序
）
隋
劉
炫
注
（
附
）
宋
邢
昺
正
義
抄
録　

日
本
闕
名
編　
〔
室
町
〕
写	

一
冊
（091ト

159

）

　

本
書
も
前
書
（091ト

158

）
と
全
く
同
系
列
の
写
本
で
あ
る
。
四
針
眼
訂
で
後
補
の
香
色
表
紙
（
縦
二
十
六
・
五
横
一
八
・
六
糎
）
に

題
簽
を
貼
り
、「
古
文
孝
経　

全
」
と
墨
書
す
る
。
副
葉
子
の
見
返
し
に
前
書
と
同
じ
よ
う
に
メ
モ
書
き
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
、『
盂
蘭

盆
経
』『
涅
槃
経
』
等
を
引
き
、
釈
家
の
手
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
文
や
そ
の
書
き
入
れ
等
と
は
別

筆
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
手
も
ま
た
本
文
の
上
層
な
ど
に
書
き
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
文
と
同
筆
の
書
き
入
れ
と
二
手
に
よ
る
書
写

本
で
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
書
と
同
様
に
、「
孝
経
直
解
巻
第
一
」
と
題
し
、
孔
安
国
の
序
と
隋
劉
炫
の
注
が
あ
り
（
十
葉
半
）、
引
き
続

き
『
正
義
』
を
参
考
に
し
た
語
釈
注
（
三
・
五
葉
）
が
あ
る
。
本
文
は
改
丁
し
て
そ
れ
に
続
き
、「
古
文
孝
経
（
隔
十
三
格
）
孔
氏
伝
／

開
宗
明
義
章
第
一
」
と
な
っ
て
、
前
書
と
同
様
に
始
ま
る
。
尾
題
も
同
じ
。
本
文
は
二
十
葉
。
書
式
は
、
こ
れ
も
足
利
学
校
の
様
式
で
、

薄
葉
に
単
線
の
墨
界
を
施
し
、
毎
半
葉
九
行
、
毎
行
二
十
字
、
小
字
双
行
、
内
匡
郭
は
縦
十
八
・
八
横
十
四
・
九
糎
。
上
層
は
五
糎
。
全

巻
に
亘
り
、
本
文
は
一
筆
、
そ
れ
と
同
筆
の
上
層
書
き
入
れ
、
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
が
加
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
も
う
一
筆
（
副

葉
子
見
返
し
の
手
、
や
や
後
手
か
）
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
こ
の
二
手
は
そ
う
時
期
を
隔
て
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
朱
の
句
点

や
合
点
、
朱
引
き
、
記
号
等
は
そ
の
後
手
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
書
き
入
れ
の
引
用
は
『
正
義
』
を
中
心
と
し
、
こ
の
類
の
写
本
に
共

通
し
た
も
の
が
多
い
。
も
と
に
な
る
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
如
何
に
多
く
の
写
本
が
繰
り
返
し
写
さ
れ
た
か
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
室
町
後

期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
書
写
で
あ
ろ
う
。
本
書
も
由
来
を
示
す
印
記
・
識
語
等
は
見
ら
れ
な
い
。
昭
和
四
十
八
年
購
入
。
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黄
石
公
三
略
三
巻　

文
録
四
年
（
一
五
九
五
）
写	

一
冊
（091ト

149

）

　
『
三
略
』
の
成
立
と
テ
キ
ス
ト
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
阿
部
隆
一
「
三
略
源
流
考
附
三
略
校
勘
記
・
擬
定
黄
石
公
記
佚
文
集
」（『
斯
道

文
庫
論
集
』
第
八
輯　

昭
和
四
十
五
年
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
「
四　

現
存
三
略
旧
鈔
本
」
と
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
の
が
十

五
本
、
即
ち
知
恩
院
・
大
和
文
華
館
（
近
鉄
）・
静
嘉
堂
文
庫
・
台
北
故
宮
博
物
院
（
楊
氏
観
海
堂
）・
斯
道
文
庫
（
天
正
十
一
年
）・
高

知
県
立
図
書
館
・
東
洋
文
庫
・
築
島
裕
・
慶
應
義
塾
図
書
館
・
東
京
大
学
国
語
研
究
室
（
天
正
九
年
）・
大
東
急
記
念
文
庫
・
斯
道
文
庫
（
慶

長
十
六
年
）・
竹
本
氏
穂
久
邇
文
庫
・
慶
應
義
塾
図
書
館
（
慶
長
頃
）・
東
京
大
学
国
語
研
究
室
の
所
蔵
本
に
つ
い
て
で
あ
る
。
現
在
で
は
、

他
に
お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
・
尊
経
閣
文
庫
等
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
所
蔵
に
加
え
ら
れ
る
一
本
で
あ
る
。
室
町
時

代
の
古
写
本
に
つ
い
て
見
る
と
き
、
兵
書
の
現
存
は
、
そ
の
数
で
、『
易
』
類
、『
孝
経
』
類
、『
論
語
』『
孟
子
』
等
の
『
四
書
』
類
に
拮

抗
し
て
い
る
こ
と
は
中
世
の
漢
籍
受
容
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

本
文
共
紙
の
表
紙
・
本
文
紙
と
も
に
総
裏
打
ち
を
施
し
て
い
る
。
縦
二
十
五
・
〇
横
一
七
・
六
糎
の
香
色
表
紙
の
背
を
後
補
紙
で
包
む

よ
う
に
補
強
し
て
い
る
。
表
紙
の
左
上
に
「
黄
石
公
三
略
」
と
墨
書
す
る
が
、
本
文
と
同
筆
に
見
え
る
。「
黄
石
公
三
略
／
上
略
／
夫
主

将
之
法
・
・
・
」
と
本
文
が
始
ま
る
。
十
五
葉
に
鈔
写
し
、「
黄
石
公
三
略
下
終
」
と
尾
題
を
書
す
。
毎
半
葉
七
行
の
墨
界
に
毎
行
二
十

字
で
書
す
。
内
匡
郭
縦
二
十
一
・
一
横
十
二
・
六
糎
。
界
の
幅
は
一
・
七
糎
。
全
葉
一
手
で
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
も
墨
書
で
本

文
と
同
筆
。
朱
点
・
朱
引
き
も
同
筆
で
あ
ろ
う
。
本
文
尾
題
の
後
に
「
于
時
文
録
四
乙
未
（
こ
の
二
字
双
行
）
年
霜
月
拾
一
日　

下
野
国

宇
都
宮
市
場
筆
者
閑
江
斎
」
と
本
文
同
筆
に
よ
り
墨
書
す
。『
弘
文
荘
待
賈
書
目
』（
第
十
号　

昭
和
十
二
年
十
月
）
に
所
載
。
昭
和
四
十

六
年
購
入
。
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六
韜
六
巻　
〔
近
世
初
〕
写	

三
冊
（091ト

152

）

　
『
六
韜
』
古
写
本
も
『
三
略
』
同
様
、
十
数
部
の
現
存
が
あ
り
、
後
に
『
七
書
』
の
出
版
を
見
て
流
行
す
る
以
前
の
隆
盛
を
察
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
本
文
共
紙
表
紙
縦
二
十
八
・
五
横
二
十
一
・
五
糎
。
新
補
の
紙
で
背
を
く
る
む
。「
六
韜
巻
第
一
／
（
低
二
格
）
文
韜
／
（
低

二
格
）
文
師
／
文
王
将
田
史
編
・
・
・
」
と
本
文
が
始
ま
る
。
巻
一
末
を
欠
く
。
尾
題
は
「
六
韜
巻
第
二
」
の
如
く
記
す
。
各
冊
二
巻
を

配
す
。
無
界
に
書
し
、
毎
半
葉
七
行
毎
行
十
四
字
。
大
振
り
の
書
写
で
あ
る
。
字
面
高
さ
約
二
十
三
糎
。
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓

を
加
え
る
。
朱
句
点
・
朱
引
き
あ
り
。
全
巻
書
き
入
れ
も
含
め
て
総
て
一
筆
。
料
紙
は
楮
紙
で
、
各
冊
墨
付
き
二
十
四
・
四
十
二
・
二
十

五
葉
。
伝
来
を
示
す
印
記
等
は
な
い
。
昭
和
五
十
四
年
購
入
。

六
韜
六
巻　

存
巻
四
―
六　
〔
室
町
〕
写	

大
一
冊
（091ト

280

）

　

濃
藍
色
の
古
表
紙
（
縦
二
十
六
・
三
横
二
十
・
五
糎
）
に
朱
地
の
題
簽
を
貼
り
「
六
韜　

四
之
六
」
と
墨
書
す
る
。
室
町
時
代
後
期
か

ら
末
期
に
か
け
て
、
博
士
家
系
統
の
写
本
に
見
る
様
式
の
表
紙
造
り
で
あ
る
。
巻
一
～
三
を
欠
く
。「
六
韜
巻
第
四
／
（
低
一
格
）
虎
韜
／
（
低

一
格
）
軍
用
／
武
王
問
太
公
曰
・
・
・
」
と
本
文
が
始
ま
り
、「
六
韜
巻
第
四
（
五
、
六
終
）」
と
尾
題
で
く
く
る
。
書
式
は
、
無
界
に
毎

半
葉
九
行
毎
行
十
六
字
で
書
す
。
字
面
の
高
さ
は
約
二
十
一
糎
。
全
巻
一
筆
で
、
軟
体
の
、
博
士
家
本
に
見
ら
れ
る
字
様
に
類
す
る
。
料

紙
は
楮
紙
で
墨
付
き
三
十
二
葉
。
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
は
同
時
期
の
薄
墨
、
朱
句
点
・
朱
引
き
・
朱
合
点
・
朱
の
附
訓
や
校
合

等
も
墨
筆
訓
点
と
同
時
の
も
の
。
巻
第
五
・
六
の
首
題
の
下
に
「
講
義
三
十
八
・
三
十
九
」
と
書
き
入
れ
と
同
筆
で
加
え
ら
れ
て
い
る
（
小

字
）
の
は
、
金
・
施
子
美
の
『
施
氏
七
書
講
義
』
を
参
照
し
た
こ
と
を
示
す
メ
モ
で
あ
ろ
う
。
蔵
印
等
な
し
。
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標
題
徐
状
元
補
注
蒙
求
三
巻　

唐
李
瀚
撰	

宋
徐
子
光
補
注	〔
近
世
初
〕
写　

天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
奥
書	

大
三
冊
（091ト

307

）

　

唐
李
瀚
の
『
蒙
求
』
は
、
大
陸
で
は
、
伝
本
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
古
く
遼
代
・
宋
代
の
テ
キ
ス
ト
が
遺
る
ほ
ど
読
み
継
が
れ
た

啓
蒙
書
で
あ
る
が
、
日
本
で
も
、
平
安
時
代
（
十
二
世
紀
）
の
写
本
（
長
承
三
年
〈
一
一
三
四
〉
奥
書
本
・
国
宝
・
文
化
庁
・
平
成
二
年

汲
古
書
院
影
印
）
が
遺
る
ほ
ど
古
く
か
ら
読
み
継
が
れ
て
い
る
。
古
写
本
の
現
存
は
、
二
十
本
を
超
え
る
ほ
ど
多
い
。
そ
の
種
類
を
大
別

す
る
と
、
本
文
の
み
も
の
、「
附
音
増
広
古
注
」
と
題
す
る
「
古
注
」
を
附
し
た
も
の
、
更
に
宋
代
、
徐
子
光
の
注
を
附
し
た
「
標
題
徐

状
元
補
注
」
と
題
す
る
も
の
に
分
か
れ
る
。
宋
版
の
伝
来
と
と
も
に
徐
注
本
が
博
士
家
で
詳
細
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
周

密
な
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
た
古
写
本
も
現
れ
た
。
本
書
は
そ
の
室
町
時
代
末
期
の
古
写
本
で
、
完
成
さ
れ
た
浄
書
本
の
趣
き
が
あ
る
。

　

江
戸
時
代
前
期
こ
ろ
の
茶
色
空
押
唐
草
菱
紋
表
紙
、
縦
二
十
八
・
〇
横
二
十
・
〇
糎
。
金
砂
散
ら
し
題
簽
に
「
元
補
注
蒙
求
巻
上
（
中
・

下
）」
と
墨
書
す
る
。
江
戸
時
代
前
期
こ
ろ
の
手
か
。
副
葉
子
が
一
葉
、
書
き
損
じ
葉
一
葉
、
界
を
設
け
た
本
文
と
同
じ
紙
二
葉
を
添
え
る
。

続
い
て
序
文
が
あ
り
、「
註
蒙
求
序
（
隔
七
格
）
趙
群
李
華
序
／
安
平
李
瀚
著
蒙
求
一
篇
・
・
・
」
と
序
一
葉
。「
薦
蒙
求
表
／
（
低
三
格
）

光
禄
大
夫
行
右
散
騎
侍
臣
徐
賢
等
奉
勅
撰
／
臣
良
言
聞
建
官
・
・
・
天
宝
五
年
八
月
一
日
・
・
・
李
良
上
表
良
令
国
子
監
司
業
陸
善
経
為

表
／
表
未
行
而
良
授
替
事
因
寝
矣
」
と
あ
り
、
連
接
し
て
「
易
之
蒙
曰
匪
我
求
童
蒙
童
蒙
求
我
此
蒙
求
名
書
之
義
・
・
・
咸
淳
戊
辰
菊
月

進
士
宋
秉
孫
書
于
桂
月
精
舎
」
更
に
連
接
し
て
、「
前
言
往
行
載
在
経
史
炳
若
丹
青
・
・
・
時
己
酉
仲
冬
之
月
辛
卯
」
と
徐
子
光
の
序
が

あ
る
。
以
上
序
は
四
葉
。
本
文
巻
頭
は
「
標
題
徐
状
元
補
注
蒙
求
上
／
王
戎
簡
要　

裴
楷
清
通
（
以
下
注
文
小
字
双
行
）
晋
書
王
戎
字
濬

冲
・
・
・
」
の
よ
う
に
始
ま
り
、
本
文
は
大
字
で
注
文
は
小
字
双
行
に
書
す
。
尾
題
は
「
標
題
徐
状
元
補
注
蒙
求
巻
上
（
巻
中
終
・
終
）」

と
題
す
。
た
だ
し
、
巻
中
は
「
新
刊
」
と
「
標
題
」
の
上
に
加
え
る
。
書
式
は
、
印
刷
す
る
双
辺
（
縦
二
一
・
五
横
一
六
・
五
糎
）
に
有

界
（
こ
れ
も
印
刷
）
で
毎
半
葉
八
行
十
七
字
、
界
の
幅
は
二
糎
。
版
心
は
双
黒
魚
尾
で
粗
黒
口
。
中
縫
に
は
何
も
記
さ
な
い
。
全
巻
一
筆
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で
、
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
（
本
文
に
は
附
さ
ず
注
文
の
み
）
も
同
筆
、
朱
句
点
・
朱
引
き
も
同
筆
で
あ
ろ
う
。
料
紙
は
楮
紙
で
、

上
中
下
巻
各
冊
墨
付
き
五
十
八
葉
五
十
六
葉
五
十
七
葉
で
あ
る
。
巻
上
尾
題
下
に
「
天
正
二
十
年
辛
午
南
呂
二
十
八
日
奉
寄
／
肥
前
州
長

寿
寺
主
宰
書
窓
下
／
筑
前
州
安
国
山　

竹
軒
子
白
」、
巻
中
は
「
天
正
二
十
年
辛
午
南
呂
念
八
奉
寄
／
肥
前
州
長
寿
寺
主
宰
書
窓
下
云
（
云

は
小
字
）
／
安
山　

竹
軒
子
白
」、
そ
し
て
下
巻
は
「
天
正
二
十
年
八
月
二
十
八
日
正
当
辛
午
歳
龔
／
奉
投
贈
肥
前
長
寿
寺
主
宰
書
窓
下

／
筑
之
安
嶠
竹
軒
子
六
十
五
歳
抛
禿
筆
」
と
識
語
が
あ
る
。
本
文
と
は
別
筆
の
よ
う
で
あ
る
。
毎
巻
の
首
に
「
青
裳
堂
」（
双
辺
方
形
陽
刻
）

の
墨
小
印
、
毎
巻
末
に
「
青
裳
堂
蔵
本
」（
無
辺
緑
色
）
印
記
が
あ
る
。

荘
子
序
文　
〔
室
町
〕
写	

大
一
冊
（091ト

224

）

　

本
書
の
書
名
は
、
本
書
が
『
荘
子
』
の
テ
キ
ス
ト
三
種
類
、
即
ち
晋
の
郭
象
・
唐
の
成
玄
英
・
宋
の
林
希
逸
の
編
纂
し
た
テ
キ
ス
ト
に

附
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
序
文
の
み
を
集
め
て
一
書
と
し
た
写
本
で
あ
る
た
め
、
書
賈
が
仮
に
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
今
の
翻
訳
書
で
言

え
ば
、
前
に
附
さ
れ
た
解
題
で
あ
り
、
漢
文
古
典
を
講
じ
る
際
に
基
礎
知
識
と
す
る
べ
き
も
の
を
予
め
ま
と
め
て
お
く
ス
タ
イ
ル
の
、
こ

う
し
た
写
本
が
室
町
時
代
の
後
期
に
は
か
な
り
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
は
こ
れ
を
『
発
題
』
と
称
し
て
珍
重
し
た
。『
論
語
発
題
』

等
の
よ
う
に
、
邦
人
の
編
纂
に
係
る
も
の
で
、
足
利
学
校
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
写
本
に
し
て
も
足
利
学
校
系
の
写
本
の
様

式
を
備
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
発
題
」
の
語
は
、
古
く
大
陸
で
も
使
わ
れ
、
林
希
逸
の
序
も
「
発
題
」
と

題
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
等
、
阿
部
隆
一
「
室
町
以
前
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
注
釈
書
（
上
）」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
二
輯　

昭
和
三

十
八
年
）
に
詳
細
な
考
証
が
あ
る
。

　
『
荘
子
』
の
現
存
す
る
古
写
本
は
少
な
い
。
中
国
で
は
、
宋
以
前
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
郭
象
注
に
唐
陸
徳
明
音
義
を
附
し
た
テ
キ
ス
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ト
（『
続
古
逸
叢
書
』
所
収
の
宋
本
等
）
や
、
宋
林
希
逸
の
『
荘
子
鬳
斎
口
義
』
が
行
わ
れ
た
が
、
唐
成
玄
英
の
疏
本
は
失
わ
れ
て
佚
書
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
日
本
の
中
世
で
は
、
南
北
朝
期
に
『
荘
子
鬳
斎
口
義
』
が
刊
刻
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
古
写
本
が
数
点
現
存
す
る
に
止
ま
っ

て
い
る
。
郭
象
の
単
注
本
は
高
山
寺
の
鎌
倉
写
本
の
み
で
、
か
え
っ
て
、
中
国
で
佚
書
と
な
っ
た
成
玄
英
本
『
南
華
真
経
注
疏
』
の
写
本

を
遺
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。『
古
逸
叢
書
』
に
所
収
の
宋
版
・
成
玄
英
本
『
南
華
真
経
注
疏
』（
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
）
が
日
本
の
中

世
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、『
南
華
真
経
注
疏
』
古
写
本
の
存
在
を
頷
か
せ
る
も
の
が
あ
る
。
注
疏
本
は
、
宋
版
が
十
巻
本
に
仕
立
て

る
の
に
対
し
、
古
写
本
は
「
天
下
篇
」
ま
で
毎
篇
を
一
巻
と
し
て
三
十
三
に
作
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
・
慶
應
義
塾
図
書
館
・
史
跡
足
利
学

校
の
現
存
を
確
認
す
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
室
町
時
代
後
期
か
ら
末
期
の
、
足
利
学
校
系
の
写
本
形
式
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
香
色
渋
引
表
紙
、
縦
二
十
四
・
〇
横
十
七
・
〇
糎
。
題
簽
は
剥
落
。
副
葉
子
が
一
葉
。
次
葉
か
ら
「
荘
子
画
像
銘
文
曰
」「
南

華
真
経
」「
伝
灯
録
跋
云
」
と
し
て
小
字
双
行
で
半
葉
解
説
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
き
、
郭
象
の
序
が
始
ま
る
。

　
「
南
華
真
経
序　
（
以
下
小
字
双
行
）
王
弼
云
南
華
者
・
・
・
／
河
南
郭
象
字
子
玄
撰　
（
以
下
小
字
双
行
）
皇
侃
論
語
疏
序
云
・
・
・

／
夫
荘
子
者
可
謂
知
本
矣　
（
以
下
小
字
双
行
）
天
真
独
朗
・
・
・
」
こ
の
小
字
の
注
は
宋
版
等
に
無
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
由
来
は

不
明
で
あ
る
。
二
葉
半
で
「
南
華
真
経
序
終
」
と
尾
題
。
次
に
「
南
華
真
経
疏
序
（
隔
五
格
）
唐
西
華
法
師
（
隔
一
格
）
成
玄
英
撰
／
夫

荘
子
者
所
以
・
・
・
・
重
玄
之
妙
旨
（
以
下
小
字
双
行
）
重
玄
言
入
重
玄
門
也
・
・
」
と
二
葉
半
。
続
い
て
景
徳
三
年
八
月
五
日
「
荘
子
」

を
校
讎
刊
刻
す
る
牒
文
半
葉
を
附
す
。
次
に
「
荘
子
鬳
斎
口
義
発
題
（
隔
九
格
）
林
希
逸
／
荘
子
宋
人
也
・
・
・
」
と
約
二
葉
が
続
く
。

尾
題
に
「
荘
子
鬳
斎
口
義
発
題
終
」
と
あ
り
、
最
後
に
一
葉
、「
四
句
本
迹
」「
百
非
」「
右
非
者
」
の
説
明
と
「
荘
子
」
内
篇
外
篇
雑
篇

の
篇
名
を
記
し
て
本
書
を
終
わ
る
。

　

書
式
は
、
単
辺
有
界
の
墨
界
を
毎
半
葉
九
行
に
設
け
、
毎
行
二
十
一
字
に
記
す
。
界
内
は
縦
十
九
・
二
横
十
三
・
九
糎
、
界
の
幅
は
一
・
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六
糎
。
上
層
四
糎
を
設
け
、
補
注
を
加
え
る
。
足
利
学
校
の
書
式
で
あ
る
。
本
文
は
一
筆
で
、
薄
葉
に
書
写
し
、
本
文
同
筆
で
返
点
・
送

仮
名
・
縦
点
・
附
訓
を
加
え
、
同
筆
と
思
わ
れ
る
朱
筆
の
句
点
・
合
点
・
朱
引
き
も
あ
る
。
室
町
時
代
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
書
写

本
で
、
当
時
の
道
家
受
容
を
物
語
る
。
印
記
な
ど
由
来
を
示
す
も
の
は
な
い
。
昭
和
四
十
七
年
購
入
。

南
華
真
経
注
疏
解
経
〔
三
十
三
〕
巻　

存
内
篇
巻
一
～
五　

晋
郭
象
注　

唐
成
玄
英
疏　
〔
室
町
〕
写	

大
二
冊
（091ト

225

）

　

内
篇
の
「
逍
遙
遊
」
篇
か
ら
「
徳
充
符
」
篇
ま
で
の
零
本
で
あ
る
が
、
数
少
な
い
成
玄
英
疏
本
の
古
写
本
。
香
色
の
上
質
紙
を
後
補
表

紙
と
す
る
。
縦
二
十
四
・
五
横
十
六
・
四
糎
。
序
文
等
を
欠
き
、「
南
華
真
経
注
疏
解
経
第
一
／
荘
子
内
篇
逍
遙
遊
第
一
／
（
低
二
格
）

郭
象
注
（
以
下
小
字
双
行
注
）
／
（
低
二
格
）
唐
西
華
法
師
（
隔
八
格
）
玄
英
疏
／
北
冥
有
魚
・
・
・（
小
字
双
行
注
）」
と
本
文
が
始
ま

る
。
上
部
を
や
や
裁
断
し
て
い
る
が
、
書
式
は
足
利
学
校
系
で
、
墨
界
毎
半
葉
九
行
毎
行
二
十
一
字
に
書
す
。
内
匡
縦
十
七
・
五
横
十
三
・

五
糎
、
界
の
幅
は
一
・
六
糎
。
上
層
は
約
四
・
六
糎
。
薄
手
の
楮
紙
に
全
巻
一
筆
で
記
す
。
墨
の
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
、
朱
引

き
・
朱
句
点
も
同
筆
で
あ
ろ
う
。
尾
題
は
「
荘
子
内
篇
逍
遙
遊
第
一
」
等
と
記
す
。
巻
一
は
十
七
葉
、
以
下
、
三
十
四
葉
、
第
二
冊
は
、

巻
三
が
七
葉
、
以
下
二
十
五
葉
、
十
八
葉
と
な
っ
て
い
る
。
柱
に
は
何
も
記
さ
な
い
。
前
書
と
同
じ
く
、
室
町
時
代
の
後
期
か
ら
末
期
に

か
け
て
の
書
写
に
係
り
、
前
書
と
書
写
の
勢
い
な
ど
も
よ
く
似
て
い
る
。
旧
蔵
者
の
由
来
を
示
す
も
の
は
な
い
。

新
刊
全
相
二
十
四
孝
詩
選　

附
二
十
四
孝
詩
・
二
十
四
孝
伝
・
二
十
四
孝
之
記
・
二
十
四
孝　

元
郭
居
敬
撰　
〔
室
町
〕
写

	

半
一
冊
（091ト

170

）

　

元
の
郭
居
敬
が
舜
以
下
歴
代
の
孝
行
を
二
十
四
集
め
、
詩
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
で
は
明
初
刊
本
（
毎
半
葉
十
行
十
字
小
字
十
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七
字
）
が
国
家
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
の
み
で
、
他
に
伝
本
を
聞
か
な
い
。
こ
の
北
京
本
は
「
新
刊
」
と
題
さ
な
い
の
で
、
或
い
は
本
書
が

基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
本
書
は
、
上
図
下
文
の
絵
入
本
と
し
て
極
め
て
珍
し
く
、
精
緻
に
絵
を
影

写
し
て
い
る
。

　

全
紙
総
裏
打
ち
を
施
す
。
後
補
茶
色
表
紙
、
縦
二
十
一
・
〇
横
一
五
・
四
糎
。
新
補
の
題
簽
に
「
廿
四
孝
詩　

完
」
と
墨
書
す
る
。
次

に
本
文
共
紙
の
表
紙
が
あ
り
、「
二
十
四
孝
」
と
墨
書
す
る
。
そ
の
見
返
し
に
「
二
十
四
孝
者
延
平
龍
溪
郭
居
敬
撰
」
と
墨
書
す
る
。
本
文
は
、

新
刊
全
相
二
十
四
孝
詩
選

（
低
二
格
）
大
舜

隊
ヒ
耕
春
象
（
隊
─

〈
タ
イ
〉
々
春
ニ
耕
象
）

紛
ヒ
耘
草
禽
（
紛
─

々
草
ヲ
耘
〈
キ
ル
〉
禽
）

嗣
堯
登
宝
位
（
堯
ニ
嗣
デ
宝
位
ニ
登
ル
）

孝
感
動
天
心
（
孝
─

感
天
─

心
ヲ
動
カ
ス
）

と
詩
が
あ
り
、
低
一
格
で

大
舜
至
孝
父
頑
母
嚚
弟
象
傲
舜
耕
於
／
歴
山
有
象
為
之
耕
鳥
為
之
耘
其
孝
感
／
如
此
堯
聞
之
妻
之
二
女
譲
以
天
下
（
大
舜
至-

孝　

父
頑

ニ
母
嚚
ニ
シ
テ
弟
ノ
象
傲
レ
リ　

舜
歴
山
ニ
耕
ハ
象
ア
リ　

之
レ
ガ
為
メ
ニ
耕
シ　

鳥
之
ガ
為
メ
ニ
耕
□　

其
ノ
孝-

感
此
〔
ノ
〕
如
シ

　

堯
之
〔
ヲ
〕
聞
〔
キ
〕
堯
之
レ
ニ
二
女
ヲ
妻
ト
シ
譲
ル
ニ
天
─

下
ヲ
以
テ
ス
）」
と
解
説
文
が
続
く
。
そ
し
て
上
欄
に
舜
が
耕
す
図
を
附
す
。

　

書
式
は
、
単
辺
の
墨
界
縦
十
二
・
五
横
十
三
・
五
糎
、
上
欄
六
・
一
糎
（
上
欄
は
双
辺
）、
毎
半
葉
十
三
行
十
四
字
、
図
は
毎
半
葉
二
図
。

柱
に
は
何
も
記
さ
な
い
。
全
て
本
文
墨
付
き
六
葉
。
末
に
白
抜
き
で
「
二
十
四
孝
終
」
と
尾
題
を
記
す
。
料
紙
は
楮
紙
。
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返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
が
墨
書
さ
れ
る
が
、
本
文
同
筆
、
朱
引
き
も
同
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
本
文
の
後
に
、
岐
陽
方

秀
（
一
三
六
一
・
正
平
一
六
～
一
四
二
四
・
応
永
三
十
一
）
な
ど
の
五
山
僧
に
よ
る
「
二
十
四
孝
詩
」
二
葉
、「
二
十
四
孝
伝
」
七
葉
「〔
二

十
四
孝
伝
〕」
五
葉
、「〔
二
十
四
孝
詩
〕」
二
葉
、「
二
十
四
孝
」
四
葉
が
、
室
町
時
代
の
筆
跡
で
そ
れ
ぞ
れ
別
筆
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
九
年
購
入
。

唐
賢
三
体
家
法
三
巻　

存
巻
三
（
五
言
）　
〔
宋
周
弼
〕
編　

享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
写　

宝
幢
寺
旧
蔵	

大
一
冊
（B1ト

98

）

　

本
書
は
、
巻
三
、
五
言
律
詩
の
部
分
の
み
を
存
す
。
注
を
附
さ
ず
詩
本
文
の
み
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。『
三
体
詩
』
は
中
国
か
ら
渡
来

し
た
元
刊
本
を
も
と
に
し
て
、
南
北
朝
以
来
、
刊
本
が
流
通
し
て
い
た
が
、
か
え
っ
て
写
本
の
現
存
は
少
な
い
。
写
本
は
勿
論
、
そ
の
刊

本
の
写
し
で
あ
ろ
う
が
、
日
光
山
天
海
蔵
、
大
東
急
記
念
文
庫
、
国
立
国
会
図
書
館
、
龍
門
文
庫
な
ど
に
零
本
（
完
本
は
国
会
本
の
み
）

が
知
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

　

本
文
共
紙
（
楮
紙
）
表
紙
（
縦
二
十
六
・
二
横
一
八
・
四
糎
）
の
左
上
に
「
三
」
右
下
に
「
□
知
」
と
薄
墨
で
記
す
。
も
と
三
巻
揃
い

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
別
筆
で
「
宝
幢
寺　

宥
俊
」
と
墨
書
す
る
。「
唐
賢
三
体
家
法
詩
巻
之
三
」
と
題
し
、
次
行
か
ら
「（
低

一
格
）
四
実
／
（
低
三
格
）
五
言
躰
」
と
し
て
、「（
低
一
格
）
早
春
游
望
（
低
七
格
）
杜
審
言
／
独
有
・
・
・
」
と
本
文
が
始
ま
る
。
尾

題
は
、「
唐
賢
三
体
家
法
詩
巻
之
下
終
」
と
題
す
る
。

　

書
式
は
、
単
辺
の
匡
郭
を
墨
書
し
て
（
縦
一
九
・
〇
横
十
四
・
六
糎
）、
柱
に
は
何
も
記
さ
ず
、
界
線
も
な
い
。
毎
半
葉
十
一
行
、
毎

行
十
七
字
。
一
筆
で
、
訓
点
書
き
入
れ
も
本
文
同
筆
で
あ
る
。
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
を
墨
書
で
加
え
、
朱
引
き
、
朱
圏
点
を
附

す
。
本
文
墨
付
き
三
十
九
葉
。
本
文
第
三
十
九
葉
が
、
後
表
紙
と
な
り
、
そ
の
末
に
「
于
時
享
禄
二
年
丁
丑
五
月
廿
四
日
書
之
畢
」
と
本
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文
同
筆
で
記
す
。
ま
た
別
筆
で
「
主
舜
怡
」
と
墨
書
す
る
。

附
録
〔
江
戸
〕
写
等

〔
蒙
求
〕
存
後
半
（
有
欠
）　

唐
李
瀚
撰
並
注　

	〔
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）〕
写
（
海
保
漁
村
）　

真
福
寺
蔵
古
写
本
の
影
写

	

一
冊
（B

一ト
43

）

　

本
書
は
、
真
福
寺
宝
生
院
所
蔵
の
鎌
倉
時
代
末
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
古
写
本
の
忠
実
な
影
写
本
で
あ
る
。
真
福
寺
本
は
、
既
に
『
蒙

求
古
注
集
成
』（
池
田
利
夫
編　

昭
和
六
十
三
年
～
平
成
二
年　

汲
古
書
院
）
に
影
印
・
解
題
が
あ
る
。「
季
札
掛
釼
」「
束
哲
（
マ
マ
）
竹
簡
」

ま
で
（
徐
状
元
補
注
本
で
は
巻
六
の45
か
ら
巻
八
の54

ま
で
）
を
存
し
、「
束
晳
竹
簡
」
の
注
も
途
切
れ
て
い
る
。
薄
葉
に
敷
き
写
し
て

い
る
が
、
訓
点
は
全
て
を
写
し
て
い
な
い
。
ヲ
コ
ト
点
も
省
略
し
て
い
る
。
朱
色
空
押
卍
繫
表
紙
、
縦
二
十
七
・
〇
、
横
十
九
・
〇
糎
。

貼
り
外
題
に
「
海
保
漁
村
影
写
古
鈔
本
蒙
求
」
と
墨
書
す
る
。
副
葉
子
に
「
荻
野
蔵
」（
双
辺
長
方
陽
刻
）
と
朱
印
記
あ
り
。
本
文
は
、

「
季
札
掛
釼　

徐
穉
置
芻　

同
」
と
題
あ
り
、「
説
苑
呉
季
札
使
隣
国
北
過
徐
君
・
・
・
」
と
小
字
で
注
を
記
す
。
墨
付
き
三
十
三
葉
。
毎

半
葉
十
一
～
十
二
行
で
、
毎
行
十
七
字
内
外
、
字
面
高
さ
約
二
十
・
〇
糎
。
末
の
一
葉
に
海
保
漁
村
（
松
崎
慊
堂
門
、
考
証
学
者
一
七
九

七
～
一
八
六
六
）
の
跋
が
二
則
附
さ
れ
て
い
る
。

　

右
真
本
旧
注
蒙
求
零
巻
自
季
札
掛
釼
至
束
晳
竹
簡
注
装
／
為
一
冊
世
所
伝
古
鈔
本
旧
注
及
活
字
旧
注
本
者
率
分
為
三
巻
滕
公
／
佳
城
至

伯
瑜
泣
杖
為
中
巻
陳
逵
豪
爽
以
後
為
下
巻
而
是
本
則
相
／
接
連
不
分
巻
考
李
華
序
称
李
翰
著
蒙
求
一
篇
知
其
原
本
／
固
為
一
巻
也
無
仏
斎

好
古
日
録
載
蒙
求
一
巻
称
貞
和
以
前
／
本
又
一
本
為
七
百
年
以
上
物
云
其
注
与
諸
本
不
合
据
此
是
本
原
／
帙
蓋
即
貞
和
以
前
本
殆
係
従
巻

子
本
影
鈔
其
書
一
例
以
行
草
／
相
雑
厠
其
字
様
与
巻
子
本
玉
篇
略
同
知
得
之
唐
人
旧
帙
世
所
／
伝
旧
注
諸
本
比
之
蔑
如
也
雖
所
存
不
多
而
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亦
極
足
以
可
貴
重
云
／
己
未
孟
冬
廿
有
八
日
漁
村
老
人
書

　

又
按
此
本
毎
節
二
句
下
往
々
注
忠
臣
孝
子
正
真
清
廉
等
字
愚
嘗
／
閲
五
条
菅
氏
所
蔵
蒙
求
巻
子
本
亦
有
此
標
記
掲
之
上
方
蓋
即
／
所
謂

標
題
者
矣
是
日
又
記

　

即
ち
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
漁
村
六
十
二
歳
の
跋
で
あ
る
。
海
保
漁
村
に
つ
い
て
は
、『
海
保
漁
村
先
生
年
譜
』（
漁
村
先
生
記
念
会

　

昭
和
十
三
年
）
を
参
照
。

遊
仙
窟　

唐
張
鷟
（
文
成
）
撰　

闕
名
者
注　
〔
江
戸
〕
写　

今
出
川
家
旧
蔵	

一
冊
（091ト

120

）

　

栗
皮
表
紙
。
縦
二
十
七
・
八
横
二
〇
・
三
糎
。
副
葉
子
・
序
文
な
ど
は
無
く
、
す
ぐ
に
本
文
が
始
ま
る
。「
遊
仙
窟
（
隔
二
格
）
寧
州

　

属
開
内
道
・
・
西
北
也
〈
属
以
下
十
三
字
は
小
字
双
行
〉
襄
楽
県
尉
張
文
成
作
若
夫
積
石
山
者
・
・
」
と
題
・
作
者
・
本
文
と
連
接
す

る
（
内
題
の
「
仙
」
字
は
、「
遷
」
に
人
偏
を
加
え
た
字
に
作
っ
て
い
る
）。
書
式
は
、
薄
手
の
楮
紙
に
無
辺
無
界
で
、
毎
半
葉
八
行
十
五

字
、
注
文
は
小
字
双
行
に
書
す
。
字
面
の
高
さ
は
約
二
十
・
五
糎
。
本
文
の
み
に
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
を
附
す
。
少
々
朱
引
き

が
あ
る
。
本
文
・
訓
点
全
部
一
筆
で
あ
る
。
尾
題
は
「
遊
仙
窟
」
と
。
本
文
墨
付
き
六
十
四
葉
。
別
に
末
一
葉
、「
文
保
三
年
（
一
三
一
九
）

四
月
十
四
日
授
申
圓
禅
序
畢　

文
章
生
英
房
」
の
跋
文
が
あ
る
（
本
文
同
筆
）。

　
『
遊
仙
窟
』
の
諸
本
に
つ
い
て
、
並
び
に
本
書
の
詳
細
な
研
究
は
、「
遊
仙
窟
の
諸
本
に
つ
き
て
」（
林
望　
『
東
横
国
文
学
』
第
十
三
号

　

昭
和
五
十
六
年
）
を
参
照
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
本
文
が
陽
明
文
庫
本
系
統
の
属
し
、
訓
点
は
醍
醐
寺
本
系
統
に
属
す
る
と
さ
れ

る
。
ま
た
、『
遊
仙
窟
』
の
解
題
翻
訳
は
『
遊
仙
窟
全
講
』（
矢
木
沢
元　

明
治
書
院　

昭
和
四
十
二
年
）
を
参
照
。

　

首
に
「
今
出
／
川
／
蔵
書
」（
方
型
陽
刻
大
）「
岡
田
真
／
之
蔵
書
」（
双
郭
長
方
陽
刻
）
の
印
記
が
あ
る
。
昭
和
五
十
四
年
購
入
。
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図１，周易　091ト210

図２，周易　091ト221
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図３，周易注疏　091ト223

図４，孝経直解　091ト158
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図５，孝経直解　091ト159

図６，黄石公三略　091ト149
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図７，六韜　091ト152

図８，六韜　091ト280
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図９，標題徐状元補注蒙求　091ト307

図１０，荘子序文　091ト224
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図１１，南華真経注疏解経　091ト225

図１２，新刊全相二十四孝詩選　091ト170
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図１３，唐賢三体家法　B1ト98

図１２，新刊全相二十四孝詩選　091ト170
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図１４，蒙求　B1ト43

図１４，蒙求　B1ト43
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図１５，遊仙窟　091ト120


